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　平成３０年９月定例会は１３日から２１日
までの会期で開き、専決案件６件、条例
４件、補正予算７件、平成２９年度各会
計の決算認定１０件、人事案件２件、意
見書１件、請願書１件、陳情１件、その
他１件の計３３議案を審議し、原案のと
おり可決しました。
　一般質問は６人が登壇し、執行部をた
だしました。

表紙写真によせて

　最近は学校の運
動会で見かけなく
なった「パン食い
競争」。子どもも
大人も大はしゃ
ぎ。熱気と笑顔に
あふれた１日とな
りました。

９月 定 例 会

も く じ
Ｐ２　大月町豪雨災害
Ｐ４　組織改選
Ｐ６　９月補正
Ｐ７　条例等
Ｐ８　決算審査
Ｐ１０　決算質疑
Ｐ１４　総合整備計画
Ｐ１５　委員会活動
Ｐ１６　一般質問
Ｐ２３　みんなの広場
Ｐ２４　こんにちは

お
悔
や
み
・
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
７
月
８
日
の
大
月
町
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
２
名

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
各
地
区
で
大
変
な
被
害
が

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
編
集
の
都
合
上
、
紙
面
に
取
り
上
げ
る
の
が
遅

く
な
り
ま
し
た
が
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
、

議
員
一
同
、
心
よ
り
お
悔
や
み
・
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

集められたゴミでいっぱいになったクリーンセンター
被害の大きさを物語る

復興を願って「橘浦親睦運動会」
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執行部よ
り豪雨被

害の実態
の説明を

受ける

被
害
総
額
約
３５
億
円

　
全
壊
７
棟
、
半
壊
１９
棟
、
床
上
浸
水
５１
棟
、
床

下
浸
水
１
０
８
棟
、
道
路
、
河
川
、
農
業
被
害
、

漁
業
被
害
な
ど
が
起
こ
り
、
大
月
町
全
体
の
被
害

総
額
は
３５
億
円
に
及
び
ま
す
。

　
議
会
も
災
害
復
旧
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
。

【
写
真
は
橘
浦
地
区
】

大月町豪雨災害大月町豪雨災害
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私
、
こ
の
た
び
９
月
定

例
会
に
お
き
ま
し
て
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

の
活
性
化
や
人
口
減
少
対

策
、
災
害
対
策
等
、
多
く

の
課
題
に
、
誠
心
誠
意
、

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

議
長
　
谷
　
正
美

委
　

員
　

長
　
高
野
真
司

副
委
員
長
　
山
本
恒
和

委
　
　
員
　
浦
木
秀
雄

　
　
　
　
　
安
岡
邦
彦

　
　
　
　
　
久
米
里
志

　
総
務
厚
生
常
任
委
員

会
は
、
一
般
行
政
、
予
算
、

決
算
、
そ
の
他
の
財
務
、

教
育
、
福
利
厚
生
、
保

健
衛
生
、
そ
の
他
産
業

建
設
常
任
委
員
会
に
属

さ
な
い
事
項
を
受
け
持

ち
ま
す
。

委
　

員
　

長
　
中
平
順
三

副
委
員
長
　
安
岡
邦
彦

委
　
　
員
　
浦
木
秀
雄

　
　
　
　
　
高
野
真
司

　
　
　
　
　
小
松
重
富

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、

議
会
運
営
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
議
事
の
順
序
や

進
め
方
な
ど
を
協
議
し
ま

す
。

総務厚生常任委員会

議会運営委員会

組
　

織
　

改
　

選

を尽くしますを尽くします
9月議会で正副議長、常任委員が改選されました。任期は2年です。
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副
議
長
と
し
て
の
職
責

を
自
覚
し
、
議
会
改
革
を

進
め
、
各
家
庭
に
議
会
放

送
が
で
き
る
な
ど
住
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
働
く
場
づ

く
り
な
ど
大
月
町
の
課
題

を
一
つ
ず
つ
克
服
し
、
住

民
の
暮
ら
し
が
少
し
で
も

豊
か
に
な
る
よ
う
に
努
力

い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
議
長
　
浦
木
秀
雄

委
　

員
　

長
　
小
松
重
富

副
委
員
長
　
野
村
満
久

委
　
　
員
　
中
平
順
三

　
　
　
　
　
谷
　
正
美

　
　
　
　
　
安
原
明
彦

　
産
業
建
設
常
任
委
員

会
は
、農
業
、
商
業
、
観
光
、

土
木
事
業
（
漁
港
、
港
湾
、

道
路
、河
川
、
橋
梁
）、
水

道
事
業
、建
築
に
関
す
る

こ
と
を
受
け
持
ち
ま
す
。

産業建設常任委員会

委
　

員
　

長
　
山
本
恒
和

副
委
員
長
　
安
原
明
彦

委
　
　
員
　
浦
木
秀
雄

　
　
　
　
　
野
村
満
久

　
　
　
　
　
久
米
里
志

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

は
、議
会
広
報
誌
の
編
集

発
行
、議
会
の
広
報
お
よ

び
広
聴
に
関
す
る
こ
と
を

受
け
持
ち
ま
す
。

議会広報常任委員会

町民のために力町民のために力
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平成30年9月補正予算

会　　計　　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁業集落排水処理事業

後 期 高 齢 者 医 療

病　　院　　事　　業�

補　正　額 総　　　額

１５億３０７２万円

１４９６万円

１億１２７６万円

２２７４万円

５８万円

２２８万円

２０３０万円

６３億８８７３万円

１０億９６１万円

３億３７４６万円

８億２２７３万円

５３９万円

９５３７万円

５５２３万円

（全員賛成）

現
年
災
害
復
旧
工
事
、

災
害
復
旧
費

８
億
６
８
３
５
万
円

が
け
く
ず
れ
住
家

防
災
対
策
事
業

　
　
７
５
０
０
万
円

災
害
廃
棄
物
処
理

委
託
料

　
　
３
８
５
０
万
円

A
　
が
け
く
ず
れ
住
家
防

災
対
策
事
業
７
５
０
０
万

円
は
す
ぐ
に
取
り
か
か
る

の
か
。

B
　
国
の
査
定
を
受
け
た

後
に
執
行
と
な
り
ま
す
。

A
　
災
害
援
護
資
金
貸
付

金
７
５
０
０
万
円
は
。

B
　
家
屋
の
損
害
が
あ
り

か
つ
住
居
の
損
害
が
な
い

場
合
に
１
５
０
万
円
。
住

居
が
半
壊
し
た
場
合
に
１

７
０
万
円
。
住
居
が
全
壊

し
た
場
合
に
２
５
０
万
円
。

住
居
の
全
体
が
滅
失
も
し

く
は
流
出
し
た
場
合
に
３

５
０
万
円
を
、
生
活
再
建

の
た
め
に
貸
し
付
け
る
も

の
で
す
。

A
　
自
然
体
験
型
観
光
事

業
宿
泊
施
設
整
備
工
事
３

４
７
万
円
は
。

B
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン

プ
場
の
遊
歩
道
の
改
修
工

事
費
で
す
。

A
　
自
然
体
験
型
観
光
事

業
備
品
購
入
費
５
９
５
万

円
の
説
明
を
。

B
　
マ
グ
ロ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
、
ク
リ
ア
カ
ヌ
ー
、

サ
ッ
プ
の
整
備
費
で
す
。

A
　
自
然
体
験
型
観
光
事

業
修
繕
費
１
３
０
万
円
は
。

B
　
小
才
角
・
馬
路
・
お

猿
公
園
・
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
大
月
の
観
光
案
内
板
４

カ
所
を
新
し
い
も
の
に
し

ま
す
。

A
　
柏
島
橋
周
辺
監
視
委

託
料
４４
万
８
０
０
０
円
は
。

B
　
夏
場
、
土
日
、
盆
時

期
に
駐
車
禁
止
区
域
を
竜

ヶ
浜
の
観
音
岩
の
停
留
所

ま
で
延
長
し
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。

9
　

月
　

補
　

正

災害復旧に全力
一般会計補正予算の主な使い道
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◆
平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災

害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
町
税
等
の
減
免
に
関
す

る
条
例

　
被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
の
た
め
、
町
民
税
、
固

定
資
産
税
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
を
軽
減
ま
た
は

免
除
す
る
も
の
。

　
一
部
改
正

◆
大
月
町
介
護
保
険
条
例

　
保
険
料
率
の
適
用
期
間

を
変
更
す
る
も
の
。

◆
大
月
町
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
宿
日
直
手
当
と
、
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
等
か

ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
対

し
て
、
災
害
派
遣
手
当
を

支
給
す
る
規
定
の
整
備
を

行
う
も
の
。

◆
大
月
町
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
さ
ん
ご
荘
設
置
及
び
管

理
条
例

　
高
齢
者
の
み
の
利
用
か

ら
障
が
い
者
も
利
用
で
き

る
施
設
と
す
る
も
の
。

◆
大
月
町
国
民
健
康
保
険

条
例

　
事
業
内
容
を
具
体
化
す

る
た
め
に
、
療
養
環
境
の

向
上
ま
た
は
保
険
給
付
の

た
め
に
必
要
な
事
業
の
項

を
追
加
す
る
も
の
。

◆
大
月
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例

　
法
的
根
拠
を
明
確
に
す

る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置

す
る
旨
を
付
け
加
え
る
も

の
。

大
月
町
宿
泊
施
設
・
エ
コ

ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
指
定

管
理
者
の
指
定
の
承
認

　
「
株
式
会
社
田
村
商
事
」

が
分
社
化
を
し
「
株
式
会

社
ア
バ
ン
」
に
移
行
し
た

こ
と
で
、
指
定
管
理
者
と

し
て
改
め
て
指
定
し
、
現

在
の
契
約
期
間
内
の
再
契

約
を
締
結
し
た
も
の
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

（
全
員
賛
成
）

　
被
災
者
再
建
支
援
法
に

基
づ
く
支
援
金
の
最
高
額

３
０
０
万
円
を
引
き
上
げ

る
こ
と
。
す
べ
て
の
被
災

者
の
住
宅
再
建
を
支
え
る

た
め
に
、
一
部
損
壊
も
含

め
た
国
の
支
援
策
を
抜
本

的
に
拡
充
す
る
こ
と
の
２

つ
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
・

参
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
こ
の
意
見
書
は
　
　
　

議
員
発
議
に
よ
る
）

◆
豪
雨
被
害
に
対
す
る
抜

本
的
な
早
期
対
応
を
求
め

る
請
願

　
橘
浦
地
区
長
が
３
名
の

議
員
の
賛
同
を
得
て
提
出

さ
れ
た
請
願
は
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
に
付
託
し

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

◆
臓
器
移
植
の
環
境
整
備

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

に
付
託
し
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

裏山が崩落（安満地）

裏山の崩落で押しつぶされた家（橘浦）

条
　
　
例

全
員
賛
成

意
見
書

請
　
願

陳
　
情
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歳出
45.6億円

歳入
47.7億円

総務費
１０億７９８３万円
２３．７％

民生費
１１億５３９７万円
２５．３％

消防費
３億２７１９万円
７．２％

公債費
６億２１１６万円
１３．６％

地方交付税
２２億５７６７万円
４７．３％

自主財源　２３．５％
１１億２０５０万円

県支出金
３億２０９２万円
６．７％

町債
５億６５１６万円
１１．８％

町税
３億７５０２万円
７．９％

総務費
１０億７９８３万円
２３．７％

民生費
１１億５３９７万円
２５．３％

衛生費
４億４９８２万円
９．９％

農林水産業費
１億６９５９万円
３．７％

商工費
５４２１万円
１．２％

土木費
３億５９０９万円
７．９％

土木費
３億５９０９万円
７．９％

消防費
３億２７１９万円
７．２％

教育費
２億３９４１万円
５．２％

教育費
２億３９４１万円
５．２％

災害復旧費
４９１８万円
１．１％

議会費
５４８６万円　１．２％

公債費
６億２１１６万円
１３．６％

地方交付税
２２億５７６７万円
４７．３％

交付金等
１億３９１７万円
２．９％

依存財源　７６．５％
３６億５２８０万円
依存財源　７６．５％
３６億５２８０万円

自主財源　２３．５％
１１億２０５０万円

国庫支出金
３億６９８８万円
７．８％

県支出金
３億２０９２万円
６．７％

町債
５億６５１６万円
１１．８％

町税
３億７５０２万円
７．９％

分担金・負担金
２０２３万円
０．４％

使用料・手数料
１億３４１６万円　２．７％

財産収入・寄付金
１億３７２８万円　２．９％

繰入金
２億３８１９万円　５．０％

繰越金　１億８４５３万円　３．９％

諸収入　３１０９万円　０．７％

実質赤字比率 赤字なし

赤字なし

６．８

３０．４

赤字なし

赤字なし

６．９

３２．４

内　　　　　　容区　　分 平成
２８年度

平成
２９年度

早期健全化
基準

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

自治体が自由に使える収入の標準額に対
する、普通会計（一般会計、住宅新築資
金等貸付事業）の赤字額の割合

自治体が自由に使える収入の標準額に対
する、一般会計、特別会計全ての赤字額
の合計の割合

収入に対する借金返済額の３カ年平均の
割合

自治体が自由に使える収入の標準額に対
する、一般会計、特別会計、一部事務組
合が将来負担すべき実質的な負債の割合

１５．００

２０．００

２５．００

３５０．０

（単位：％）

平成２９年度の大月病院事業、水道事業、漁業集落排水処理事業ともに
資金不足なし。経営健全化基準は２０．０％。

歳入歳出をグラフ化

健全化判断
財政

公営企業の経営

決
算
審
査

１４９９万円黒字



⑨　№94

適切な執行か

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

一　　般　　会　　計

病　院　事　業　会　計

計

会　計　間　重　複　額

純　合　計

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

住宅新築資金等貸付事業

国 民 健 康 保 険

水 道

介 護 保 険

漁 業 集 落 排 水 処 理 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

４７億７３３０万円

３億２６０９万円

３０８１万円

１１億５１７万円

３億３１１７万円

８億１１０４万円

５２０万円

９４５０万円

５億１１４４万円

７９億８８７２万円

４億９９９３万円

７４億８８７９万円

４５億５８３１万円

３億２６０９万円

３０８１万円

１０億９３２２万円

３億３０６８万円

７億９１５３万円

４５２万円

９２２１万円

５億１０７４万円

７７億３８１１万円

４億９９９３万円

７２億３８１８万円

（全員賛成）

総
額
減
少

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額

と
歳
出
総
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
度
と
比
べ
減
少
し

て
い
る
。
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
単
年
度
収
支
は

黒
字
に
な
っ
て
い
る
。

繰
越
明
許
費

　
繰
越
明
許
費
は
、
国
の

平
成
２９
年
度
補
正
予
算
に

伴
う
通
所
介
護
施
設
整
備

事
業
、
防
災
・
安
全
交
付

金
事
業
、
空
き
家
対
策
総

合
支
援
事
業
等
と
な
っ
て

い
る
。

歳
　
入

　
歳
入
で
は
、
町
税
の
収

入
額
は
増
収
と
な
り
、
滞

納
繰
越
額
は
減
少
し
て
い

る
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
の
歳
入
総
額

と
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
減
少
し
た
が
、

そ
の
他
の
会
計
は
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
国
庫
支
出
金
の
特
別

調
整
交
付
金
な
ど
が
減
少

し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
特
別
会
計
で
は
繰
入
金
、

水
道
特
別
会
計
で
は
水
道

改
良
債
な
ど
が
増
加
し
た

た
め
で
あ
る
。

繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
及
び
病
院
会
計
へ
の
繰

出
金
は
増
加
し
て
い
る
。

滞
納
・
未
収
金

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
滞

納
、
未
収
金
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。
徴
収
に
向
け

一
層
の
努
力
を
望
む
。

　
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

な
予
算
執
行
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　
監
査
委
員
の
意
見
（
要
旨
）

効
果
的
、
効
率
的
な
予
算
執
行
を

平成２９年度
　　一般会計決算 ２億

歳入歳出決算認定
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が
け
く
ず
れ
補
修

久
米
　
が
け
く
ず
れ
住
家

防
災
対
策
事
業
３
３
４
万

円
の
対
象
と
な
る
の
は
。

B
　
住
家
の
裏
が
被
災
し

た
場
合
で
す
。
倉
庫
は
対

象
外
で
す
。
要
件
は
高
さ

が
５
ｍ
。
長
さ
の
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
負
担

金
が
２５
％
必
要
で
す
。
　

堤
防
補
修

浦
木
　
町
管
理
漁
港
施
設

機
能
保
全
事
業
調
査
委
託

料
７
５
０
万
円
の
説
明
を
。

ま
た
、
小
才
角
、
樫
ノ
浦

な
ど
の
堤
防
補
修
は
。

B
　
橘
浦
漁
港
と
一
切
漁

港
を
修
繕
す
る
た
め
の
調

査
委
託
料
で
す
。

　
国
の
補
助
事
業
は
、
年

間
水
揚
げ
が
１
億
円
以
上
、

登
録
漁
船
数
が
５０
隻
以
上

の
要
件
が
あ
り
、
小
才
角
、

樫
ノ
浦
、
西
泊
の
漁
港
は

国
の
補
助
要
件
に
該
当
し

ま
せ
ん
。

繰
入
は
ど
う
な
る

中
平
　
今
後
、
一
般
会
計

か
ら
特
老
会
計
へ
の
繰
り

入
れ
が
多
く
な
っ
て
く
る

の
で
は
。
ま
た
、
介
護
職

員
の
欠
員
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

B
　
基
金
が
枯
渇
し
て
、

平
成
３０
年
度
以
降
一
般
会

計
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。
平
成
２９
年
度

で
起
債
償
還
が
７
８
９
９

万
円
。
こ
れ
が
平
成
３４
年

度
ま
で
続
き
ま
す
。
平
成

３５
年
度
に
な
る
と
５
０
０

０
万
円
く
ら
い
に
下
が
っ

て
き
ま
す
が
、
入
所
者
を

増
や
さ
な
い
限
り
収
入
は

増
え
ま
せ
ん
。

　
介
護
職
員
は
、
休
ん
で

い
る
人
も
い
て
ギ
リ
ギ
リ

で
や
っ
て
い
ま
す
。

職
員
確
保
は

谷
　
介
護
職
員
確
保
の
打

開
策
は
。

B
　
ボ
ー
ナ
ス
以
外
に
も

処
遇
改
善
手
当
を
最
高
額

で
３３
万
５
５
０
０
円
出
し

て
い
ま
す
が
、
他
の
施
設

で
も
同
じ
措
置
を
執
っ
て

い
る
の
で
、
な
か
な
か
大

月
荘
に
は
来
て
く
れ
ま
せ

ん
。
保
健
介
護
課
で
ヘ
ル

パ
ー
養
成
を
し
て
い
る
の

で
連
携
し
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

臨
時
か
ら
正
規
職
員
へ

安
岡
　
臨
時
賃
金
４
０
０

０
万
円
ほ
ど
だ
が
、
常
時

雇
用
し
て
い
る
臨
時
職
員

は
何
名
か
。
ま
た
、
５
年

間
連
続
し
て
勤
め
た
職
員

の
正
規
職
員
へ
の
登
用
は
。

B
　
介
護
職
員
１１
名
、
介

護
パ
ー
ト
２
名
、
看
護
師

の
臨
時
２
名
、
調
理
師
４

名
、
調
理
パ
ー
ト
３
名
で

す
。

　
正
規
職
員
を
増
や
せ
ば

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

も
増
え
ま
す
が
、
正
規
職

員
を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

補
修
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

特
老
会
計
の
見
通
し
は

道路をふさぐ土砂、倒木

特老に導入されているお風呂

町の取り組み 決
 

算
 

質
 

疑
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老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金

小
松
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
地

区
補
助
金
１
０
０
万
円
と

あ
る
が
、
全
部
で
何
地
区

あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う

い
う
基
準
で
出
し
て
い
る

の
か
。

B
　
平
成
２９
年
度
は
３１
ク

ラ
ブ
で
す
。

　
１
ク
ラ
ブ
３０
人
以
上
は

３
万
３
６
０
０
円
、
２０
人

か
ら
２９
人
ま
で
は
１
万
８

０
０
０
円
の
基
準
で
出
し

て
い
ま
す
。

出
生
祝
い
金
な
ど

高
野
　
出
生
祝
い
金
６５
万

円
は
、
何
人
に
出
し
た
の

か
。
ま
た
、
乳
幼
児
、
児

童
福
祉
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
の
説
明
を
。

B
　
昨
年
、
出
生
祝
い
金

を
出
し
た
の
は
１３
人
で
す
。

　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

は
０
歳
か
ら
小
学
校
入
学

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
、
児
童
福
祉
医
療
費
助

成
金
は
小
・
中
学
生
の
医

療
費
を
無
償
に
し
て
い
ま

す
。

従
事
者
お
よ
び
補
助
金

小
松
　
新
規
就
農
者
、
農

業
次
世
代
投
資
事
業
者
は

何
名
か
。
研
修
は
最
長
何

年
か
。
ま
た
、
年
間
い
く

ら
出
る
の
か
。

B
　
新
規
就
農
者
は
、
２９

年
度
実
績
が
２
名
で
、
今

年
継
続
し
て
い
る
の
が
１

名
で
す
。
研
修
は
最
長
２

年
で
す
。

　
農
業
次
世
代
投
資
事
業

は
、
青
年
就
農
給
付
金
か

ら
名
前
が
変
わ
っ
た
も
の

で
、
２９
年
度
が
１
名
で
、

今
継
続
し
て
い
ま
す
。
研

修
は
最
大
５
年
間
で
す
。

年
間
所
得
が
２
５
０
万
円

を
超
え
な
け
れ
ば
年
１
５

０
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
は
ど
う
な
る

野
村
　
２
５
０
万
円
を
超

え
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

B
　
２
５
０
万
円
を
超
え

た
ら
、
次
の
年
の
給
付
金

が
０
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
災
害
な
ど
で
２
５
０

万
円
を
切
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
翌
年
度
復
活
し
ま
す
。

慎
重
な
認
定
を

中
平
　
新
規
就
農
と
人
材

育
成
を
併
せ
て
最
長
７
年

給
付
が
受
け
ら
れ
る
。
こ

れ
を
悪
用
さ
れ
な
い
よ
う

に
慎
重
に
認
定
を
。

B
　
認
定
は
精
査
し
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
定
さ
れ
た
場
合
、
研
修

を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か

県
の
振
興
セ
ン
タ
ー
も
入

っ
て
一
緒
に
確
認
を
し
て

い
ま
す
。

補
助
金
・
助
成
金
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
金
は
、
１８
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
で
あ
っ
て
所
得
税
の

課
税
対
象
で
な
い
家
庭
の

自
己
負
担
が
無
料
に
な
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

新
規
就
農
事
業
・
農
業
次
世
代
投
資
事
業
は

未来の大月町を担う子どもたちへ

手厚い支援を

機械化で効率アップ

現 状 と 課 題

どこまで進んだ
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決　算　質　疑

改
善
策

中
平
　
大
月
病
院
は
老
朽

化
し
て
い
て
建
て
替
え
を

す
る
か
耐
震
化
す
る
か
ど

ち
ら
か
だ
。
最
先
端
の
医

療
機
器
の
導
入
も
当
然
必

要
に
な
る
。
医
師
の
医
療

技
術
も
大
切
。
橋
元
先
生

は
大
腸
が
ん
の
内
視
鏡
技

術
が
非
常
に
良
い
と
聞
く
。

患
者
が
行
き
た
く
な
る
病

院
に
す
る
た
め
に
、
町
民

に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
耐
震
化
と
雨
漏
り
対

策
は
早
急
に
や
ら
な
け
れ

ば
と
思
う
が
、
１
億
円
く

ら
い
か
か
る
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
予
算
が
許
せ
ば
、

事
務
長
と
し
て
は
病
院
を

建
て
替
え
た
い
。

　
今
年
度
は
国
の
補
助
金

も
採
択
に
な
り
、
エ
コ
ー
、

胃
カ
メ
ラ
、
検
査
機
器
な

ど
５
０
０
万
円
の
医
療
機

器
の
整
備
を
し
ま
す
。

　
今
年
６
月
に
、
改
善
セ

ン
タ
ー
で
橋
元
先
生
に
医

療
公
開
講
座
を
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
好
評
で
し
た
。

来
年
の
３
月
ぐ
ら
い
に
、

へ
き
地
医
療
の
ド
ク
タ
ー

を
呼
ん
で
介
護
と
連
携
の

講
演
会
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

建
て
替
え
費

浦
木
　
も
し
、
今
の
病
院

く
ら
い
の
規
模
で
建
て
替

え
る
と
し
た
ら
い
く
ら
か

か
る
か
。
ま
た
、
国
の
補

助
金
は
。

B
　
５
億
円
く
ら
い
は
か

か
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
国
の
補
助
金
は

３
分
の
１
く
ら
い
で
す
。

医
師
の
住
宅

安
岡
　
医
師
の
住
宅
は
、

使
っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

B
　
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
要

望
を
受
け
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

お
金
が
か
か
る

谷
　
耐
震
予
算
も
組
ん
で

い
る
が
、
な
か
な
か
使
わ

れ
て
な
い
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
家
の
古
さ
、
高
齢

化
、
耐
震
化
に
１
０
０
万

円
も
か
か
る
と
い
う
声
が

あ
る
。

B
　
経
済
的
な
理
由
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
耐
震
改
修
す
る

ま
で
３
段
階
ス
テ
ッ
プ
が

あ
っ
て
、
最
初
の
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
は
無
料
で

で
き
ま
す
。
耐
震
改
修
設

計
に
つ
い
て
も
上
限
３０
万

５
０
０
０
円
ま
で
の
補
助

が
あ
る
の
で
、
持
ち
出
し

が
１
〜
２
万
円
ぐ
ら
い
で

設
計
ま
で
は
で
き
ま
す
。

最
後
の
耐
震
改
修
は
、
家

の
規
模
等
に
よ
っ
て
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
１
１

０
〜
１
２
０
万
円
ほ
ど
で

済
ん
で
お
り
、
持
ち
出
し

２０
〜
３０
万
円
ぐ
ら
い
で
工

事
ま
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
お
年
寄
り
だ

け
の
世
帯
で
は
仕
組
み
全

体
を
理
解
し
て
も
ら
う
の

は
難
し
い
で
す
。

進まない住宅耐震化

住民の命を守る大月病院

耐震耐震

大
月
病
院
の
課
題
克
服
へ

住
宅
耐
震
化
の
課
題



⑬　№94

学
習
支
援
員
は

安
原
　
学
習
支
援
員
賃
金

７
５
６
万
円
の
説
明
と
、

小
中
学
校
の
準
要
保
護
の

人
数
を
。

B
　
学
習
支
援
員
賃
金
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
１
名
、
学

習
支
援
員
２
名
、
図
書
支

援
員
２
名
の
賃
金
で
す
。

　
準
要
保
護
は
、
小
学
校

３４
名
、
中
学
校
２１
名
で
す
。

安
原
　
小
学
生
が
中
学
校

に
上
が
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
準
要
保
護
は
増

え
て
い
く
方
向
な
の
か
。

B
　
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
上
が
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
毎
年
教
育
委
員
会
の

定
例
会
に
か
け
て
審
査
し

て
い
ま
す
。
所
得
・
収
入

に
大
き
な
差
が
な
け
れ
ば

そ
の
ま
ま
上
が
っ
て
い
き

ま
す
。

仕
事
内
容
が
変
わ
っ
た

谷
　
国
際
交
流
員
は
何
年

の
契
約
か
。
成
果
は
出
て

い
る
の
か
。

B
　
国
際
交
流
員
の
契
約

期
間
は
２
年
で
す
。
国
際

交
流
員
は
、
地
域
の
活
動

全
体
を
支
援
す
る
、
大
月

町
を
町
外
に
発
信
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
英
語
支

援
や
公
民
館
で
の
英
会
話

教
室
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
来
の
目
的
に
沿
わ
ず
、

１
年
で
辞
め
る
人
が
３
人

続
き
ま
し
た
。

　
平
成
３０
年
度
か
ら
は
、

英
語
専
門
の
外
国
人
を
雇

っ
て
、
小
・
中
学
校
の
英

語
指
導
に
切
り
替
え
ま
し

た
。

農
業
の
振
興
策

谷
　
農
業
の
後
継
者
不
足

解
消
に
向
け
て
何
か
案
を

持
っ
て
い
る
か
。

B
　
農
業
に
限
ら
ず
、
第

一
次
産
業
の
伸
び
悩
み
と

後
継
者
不
足
は
本
町
の
大

き
な
課
題
で
す
。
農
業
は

た
ば
こ
農
家
の
減
少
や
新

た
な
生
産
物
へ
の
施
策
が

必
要
で
す
が
、
現
時
点
で

は
確
定
的
な
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
半

農
半
Ｘ
（
半
分
は
農
業
、

半
分
は
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
に
費
や
す
）
」
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
、
副
業

を
含
め
た
生
産
体
制
を
作

り
上
げ
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
人
材
確
保
の
点
か
ら

移
住
者
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
の
連
携
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

今年の出来は？

外国語指導助手の

アルン・チョッツさん

小学校運動会・応援にも熱が入ります

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
ア
ン
ド
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
。
情
報
通
信
技
術
と
い
う
意
味
で
、

「
Ｉ
Ｔ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
持
ち
ま
す
。

現 状 と 課 題

学
習
支
援
員
・
準
要
保
護

国
際
交
流
員
は

農
林
漁
業
の
振
興
策
は
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辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備
計
画
と
し
て
４

地
区
（
柏
島
、
一
切
、
大
浦
、
樫
ノ
浦
）
の
整
備
計
画
を

可
決
し
ま
し
た
。

樫ノ浦

ガードケーブル整備
路肩舗装・修繕

１，９５１万円

一切

道路法面整備

１，０１０万円

大浦

ガードレール整備

１，５６９万円

柏島

駐車場、総合案内所、
排水路の整備

６，９８０万円

総
合
整
備
計
画
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▼
白
浜
（
芳
ノ
沢
）
に
水
道
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
を

早
急
に
整
備
し
、
体
験
型
観
光
の
受
け
入
れ
態

勢
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
大
洞
山
に
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
案
内
板
、
展

望
台
を
整
備
し
て
か
ら
一
般
開
放
す
べ
き
で
あ

る
。

▼
マ
グ
ロ
は
、
仕
入
価
格
の
検
討
や
町
民
が
す
す

め
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
が
必
要
で
あ
る
。

▼
グ
ル
メ
に
関
し
て
は
、
大
月
町
の
海
産
物
・
農

産
物
な
ど
豊
富
な
食
材
を
活
用
し
、
町
を
訪
れ

る
人
た
ち
が
楽
し
め
る
事
業
を
目
指
す
と
と

も
に
、「
見
る
、
食
べ
る
、
体
験
す
る
」
体
験
型

観
光
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
観
光
案
内
板
の
充
実
が
必
須
で
あ
る
。

　
４
月
２３
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
間
に
１０
カ
所

で
議
会
報
告
会
を
実
施
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
提
言
・

意
見
等
を
、
町
長
に
報
告
す
る
だ
け
の
も
の
２０
件
、

回
答
を
求
め
る
も
の
６
件
に
取
り
ま
と
め
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

　
回
答
を
求
め
る
も
の

▼
町
道
の
草
刈
り
作
業
の
後
始
末
が
悪
い
。
草
が

側
溝
に
た
ま
り
排
水
が
悪
く
な
る
。

▼
川
の
ヨ
セ
は
根
ご
と
取
り
除
い
て
ほ
し
い
。

▼
改
善
セ
ン
タ
ー
の
裏
に
、
舞
台
か
ら
退
場
す
る

通
路
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。

▼
大
月
病
院
の
玄
関
前
ス
ロ
ー
プ
の
幅
を
広
げ
、

手
す
り
と
雨
除
け
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

▼
大
駄
場
か
ら
農
免
道
路
に
入
っ
て
龍
ヶ
迫
に
抜

け
る
ル
ー
ト
の
他
に
、
成
畑
に
も
通
学
バ
ス
の

ル
ー
ト
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼
白
崎
か
ら
泊
浦
に
抜
け
る
線
に
、
待
避
所
を
作

り
、
支
障
木
を
伐
採
し
て
ほ
し
い
。

平
成
30
年
度
　

　
議
会
報
告
会
実
施
報
告
書

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
観
光
資
源
の
活
用
　
結
審

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
人
口
減
少
対
策
　
結
審

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

▼
本
町
の
政
策
と
し
て
主
課
題
が
提
示
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
手
法
や
目
標
達
成
の
期
日
が
明

確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

▼
本
町
の
政
策
は
、
町
独
自
の
政
策
・
施
策
が
少

な
く
、
各
担
当
課
の
連
携
・
協
働
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
。

▼
「
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
を
目
的
に
、

若
者
定
住
（
移
住
を
含
む
）
に
向
け
て
、
結
婚
、

出
産
、
育
児
、
教
育
、
住
宅
整
備
、
雇
用
の
創

出
、
福
祉
の
充
実
に
全
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
出
産
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
費
用

負
担
軽
減
と
行
き
届
い
た
手
当
な
ど
の
保
護
政

策
が
必
要
で
あ
る
。

▼
常
に
「
人
口
」
を
意
識
し
た
政
策
立
案
を
要
す

る
。
施
行
さ
れ
る
政
策
に
は
、
本
町
独
自
の
特

徴
が
あ
り
、
具
体
的

数
値
目
標
と
達
成
期

日
を
明
確
に
し
、
成

果
が
検
証
さ
れ
る
体

制
の
確
立
が
望
ま
れ

る
。

委
員
会
活
動



№94　⑯

谷
　
正
美 

議
員

　
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
・
豪
雨
災
害
の
検
証

　
・
機
構
改
革

野
村
満
久 

議
員

　
・
災
害
時
の
連
絡
網

　
・
避
難
道

浦
木
秀
雄 

議
員

　
・
豪
雨
災
害
対
策

　
・
く
ら
し
を
豊
か
に

高
野
真
司 

議
員

　
・
災
害
時
対
策

山
本
恒
和 

議
員

　
・
西
日
本
豪
雨
災
害

久
米
里
志 

議
員

　
・
防
災
・
減
災
対
策

　
・
通
学
路
対
策

質　問　一　覧

濁流に呑み込まれる橘浦

９月定例会の傍聴者は

８名でした。

次回定例会は12月の予定です。
傍聴のお問い合わせは　　　　

議会事務局までお願いします。

（電話：０８８０－７３－１６８２）

一
　

般
　

質
　

問
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A
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
な
い
。
本
年
２
名
が

卒
業
し
、
現
在
３
名
の
隊

員
し
か
活
動
し
て
い
な
い
。

移
住
対
策
、
地
域
の
活
性

化
と
し
て
も
っ
と
積
極
的

に
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

岡
田
町
長
　
こ
の
制
度
を

移
住
対
策
と
し
て
考
え
る

こ
と
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、

大
切
な
の
は
定
住
・
定
着

と
考
え
ま
す
。
協
力
隊
募

集
委
託
事
業
を
使
い
、
本

町
に
適
し
た
人
材
の
募
集

を
、
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
範
囲
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

A
　
西
南
豪
雨
の
教
訓
を

生
か
し
、
地
域
防
災
計
画

が
作
ら
れ
た
が
、
今
回
そ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対

応
は
で
き
た
の
か
。

岡
田
町
長
　
計
画
に
定
め

る
災
害
対
応
は
お
お
む
ね

で
き
て
い
ま
し
た
が
、
全

て
が
迅
速
に
対
応
で
き
た

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

A
　
危
機
管
理
課
を
中
心

と
し
た
災
害
対
策
本
部
で

あ
っ
た
が
、
３
人
体
制
の

課
で
対
応
で
き
た
の
か
。

帳
場
的
な
対
策
本
部
を
設

置
し
て
情
報
な
ど
を
網
羅

し
、
本
部
長
で
あ
る
町
長

が
想
定
外
を
つ
ぶ
し
て
い

く
こ
と
で
早
急
な
初
期
対

応
が
で
き
た
の
で
は
な
い

の
か
。

岡
田
町
長
　
早
い
段
階
で

被
害
の
全
容
が
把
握
し
き

れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
初
期
の
段

階
で
班
構
成
を
組
み
、被

災
地
区
へ
と
投
入
し
情
報

収
集
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
帳
場
的
な

本
部
設
置
に
つ
い
て
は
、

２
つ
の
災
害
の
教
訓
を
生

か
し
、
対
応
・
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

A
　
１
年
半
後
、
１４
課
あ

る
う
ち
の
６
名
の
管
理
職

が
退
職
す
る
。
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、

町
民
へ
の
支
援
は
変
わ
ら

な
い
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
機
構
改

革
が
必
要
と
、
昨
年
６
月

議
会
で
提
言
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
若
者
の
意
見
を
参

考
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

岡
田
町
長
　
そ
の
取
り
組

み
が
７
月
の
災
害
で
遅
れ

て
い
ま
す
。
災
害
対
応
が

落
ち
着
い
た
ら
機
構
改
革

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
大

月
町
の
方
向
性
と
将
来
の

姿
を
描
き
な
が
ら
機
構
改

革
等
に
踏
み
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
意
見
は
課
長
を

通
じ
て
網
羅
し
て
い
き
ま

す
。

谷　正美 議員谷　正美 議員

人材は貴重な財産

当時の、そして今回の災害を教訓に

大月町のここを聞く

地域おこし協力隊

もっと積極的に

　　町民の理解の範囲で／町長

豪
雨
災
害
の
検
証

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
か

全
て
が
で
き
た
と
は
思
わ
な
い
／
町
長

機構改革

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
か

　
委
員
会
を
設
置
し
対
応
／
町
長
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野村　満久 議員野村　満久 議員

A
　
震
災
時
の
津
波
に
備

え
避
難
道
が
整
備
さ
れ
た

が
、
今
回
の
豪
雨
で
使
え

な
く
な
っ
て
い
る
。
北
海

道
で
は
台
風
直
後
の
地
震

で
広
範
囲
の
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
。
豪
雨
や
地
震

な
ど
同
時
に
起
こ
る
災
害

も
考
え
今
後
の
避
難
道
、

避
難
場
所
の
検
討
を
。

岡
田
町
長
　
地
区
住
民
と

検
討
し
た
上
で
の
現
在
の

避
難
設
備
だ
っ
た
が
、
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
困
難
者
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
と
の
協
議
も
必

要
と
考
え
ま
す
。

土砂崩れに巻き込まれた避難路

災害時の情報連絡網

（地域防災計画より抜粋）

A
　
近
年
、
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で

起
き
て
い
る
。
大
月
で
も

７
月
８
日
の
豪
雨
時
に
は

甚
大
な
被
害
が
出
た
が
、

災
害
時
の
連
絡
網
は
、
今

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

岡
田
町
長
　
災
害
発
生
状

況
の
入
手
は
、
消
防
機
関

か
ら
の
報
告
や
発
見
者
か

ら
の
通
報
に
頼
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
あ
り
ま
す
。
地

域
の
水
防
監
視
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
の
巡
視
活
動

に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
状
況
や

被
害
発
生
時
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
大
月
分
署
を
通

じ
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

A
　
７
月
の
豪
雨
時
、
災

害
発
災
時
や
発
災
前
の
連

絡
網
の
徹
底
が
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
情
報
収
集

の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。

地
域
の
情
報
を
い
ち
早
く

収
集
で
き
る
よ
う
消
防
団

や
連
絡
網
の
強
化
を
。

岡
田
町
長
　
地
域
の
情
報

を
早
く
収
集
し
早
く
周
知

す
る
と
い
う
こ
と
を
大
き

な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、

ま
た
住
民
か
ら
の
情
報
提

供
の
強
化
を
し
、
情
報
連

携
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

共
通
認
識
を
も
っ
て
取
り

組
む
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

一　般　質　問

災害時の連絡網

事前の情報収集を

　情報連携の強化を目指す／町長

避難道

同時災害に備えを

　見直し必要／町長



⑲　№94

A
　
町
長
は
、
今
回
の
災

害
は
「
お
金
が
あ
ま
り
か

か
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
災

害
救
助
法
の
適
用
を
県
に

断
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
。

岡
田
町
長
　
事
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
県
庁
に
出
向

き
、
８
日
付
け
で
災
害
救

助
法
の
適
用
を
受
け
ま
し

た
。
県
と
の
や
り
と
り
に

大
変
不
備
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
適
用
が
遅

れ
た
こ
と
は
、
大
き
く
反

省
し
て
い
ま
す
。

A
　
専
任
の
公
民
館
長
を

置
く
。
文
化
講
演
会
を
開

く
。
公
民
館
を
新
し
く
建

て
替
え
る
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

饌
闢
教
育
長
　
専
任
の
公

民
館
長
は
今
の
と
こ
ろ
置

く
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。
講
演
会
は
参
加
人
数

が
減
っ
て
き
た
の
で
、
平

成
１９
年
度
か
ら
取
り
や
め

て
い
ま
す
。
今
後
や
る
か

ど
う
か
は
み
な
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。
現
時
点
で
は
、

公
民
館
、
図
書
館
を
建
て

替
え
る
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

A
　
災
害
の
初
期
対
応
と

し
て
、
①
被
害
の
写
真
や

動
画
を
災
害
対
策
本
部
へ

住
民
も
電
送
し
一
括
管
理

す
る
。
②
対
策
本
部
で
は

全
員
が
被
害
の
実
態
と
対

応
の
共
有
を
図
る
。
③
災

害
時
に
町
長
が
対
策
本
部

か
ら
動
け
な
い
こ
と
を
区

長
や
住
民
に
説
明
し
て
お

く
。
④
災
害
が
落
ち
着
い

た
段
階
で
町
長
は
地
区
に

出
向
き
、
住
民
を
安
心
さ

せ
る
。
⑤
人
工
知
能
を
使

っ
た
予
報
、
避
難
体
制
を

取
る
。
こ
の
５
つ
の
提
案

を
し
た
い
。

岡
田
町
長
　
初
動
の
段
階

で
は
、
班
体
制
に
よ
る
調

査
体
制
づ
く
り
、
情
報
収

集
の
充
実
と
迅
速
化
を
図

り
ま
す
。
災
害
対
応
の
業

務
が
集
中
す
る
部
署
へ
の

対
策
は
全
庁
的
な
職
員
の

配
分
・
調
整
に
よ
り
災
害

対
応
業
務
の
隔
た
り
を
是

正
し
災
害
対
応
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
５
つ
の
提
案
は
、
災
害

対
応
に
向
け
て
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

A
　
今
後
の
治
水
対
策
と

し
て
川
幅
を
広
げ
る
、
石
・

泥
・
蘆
の
除
去
、
砂
防
ダ

ム
の
砂
の
除
去
、
水
位
計

の
設
置
、
国
・
県
へ
の
補

助
金
要
請
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
の

か
。

岡
田
町
長
　
被
災
し
た
市

町
村
か
ら
陳
情
し
な
い
と

対
応
で
き
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
県
、
国
に
陳
情
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大岩で塞がった県道（柏島）

古くなった公民館

大月町のここを聞く

豪
雨
災
害
対
策

治
水
対
策
を

　
県
、
国
に
陳
情
／
町
長

くらしを豊かに

社会教育の充実を

　現状維持に努める／教育長



№94　⑳

A
　
国
道
３
２
１
号
線
は
、

大
災
害
時
に
通
行
不
能
に

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
橋
を
含
め
た
崩
落

箇
所
の
想
定
は
。

山
下
建
設
環
境
課
長
　
国

道
３
２
１
号
線
の
橋
梁
は

町
内
に
１２
橋
、
宿
毛
市
内

に
１２
橋
あ
り
、
橋
脚
の
補

強
、
崩
落
対
策
を
平
成
３０

年
度
に
完
了
す
る
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

A
　
大
災
害
時
に
大
月
が

孤
立
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
食
料
な
ど

生
活
必
需
品
確
保
計
画
は
。

冨
岡
危
機
管
理
課
長
　
想

定
避
難
者
数
２
５
０
０
人

の
１
週
間
分
の
食
料
お
よ

び
飲
料
水
を
平
成
３１
年
度

ま
で
に
確
保
し
、
毛
布
や

衛
生
用
品
な
ど
生
活
必
需

品
確
保
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

A
　
町
外
の
人
が
大
月
町

で
帰
宅
困
難
と
な
っ
た
場

合
の
対
応
は
。
ま
た
、
町

外
の
人
に
は
避
難
路
や
一

時
避
難
所
は
分
か
り
に
く

い
。
道
の
駅
・
大
月
に
災

害
時
の
物
知
り
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
と
一
緒
に
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

　
ま
た
、
大
月
町
民
が
町

外
で
帰
宅
困
難
に
な
っ
た

場
合
の
対
応
は
。

冨
岡
危
機
管
理
課
長
　
帰

宅
困
難
者
の
一
時
的
な
受

け
入
れ
施
設
と
し
て
、
道

の
駅
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

大
月
町
民
が
町
外
で
帰
宅

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

滞
在
す
る
市
町
村
で
の
対

応
と
な
り
ま
す
。

岡
田
町
長
　
町
外
の
方
は

ど
こ
に
避
難
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
道

の
駅
・
大
月
で
情
報
発
信

を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
中
村
・
宿
毛
道
路
の

早
期
完
成
を
目
指
し
て
、

大
月
あ
し
た
を
つ
く
る
会
・

地
区
長
自
治
会
を
中
心
に

大
月
町
民
一
丸
と
な
っ
て

決
起
集
会
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

岡
田
町
長
　
知
事
は
中
村
・

宿
毛
道
路
を
「
命
の
道
路
」

「
産
業
道
路
」
と
し
て
、
優

先
的
に
予
算
を
付
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。
１
年
半
か

２
年
で
三
原
の
下
切
ト
ン

ネ
ル
ま
で
来
る
予
定
で
す
。

宿
毛
・
大
月
・
三
原
・
土

佐
清
水
一
丸
と
な
っ
て
大

震
災
に
間
に
合
う
よ
う
に

予
算
獲
得
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
早
期
完
成
を
目

指
し
て
の
決
起
集
会
は
、

大
月
町
だ
け
で
な
く
４
市

町
村
が
集
ま
り
開
催
す
る

方
が
効
果
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

高野　真司 議員高野　真司 議員

情報発信の拠点として

中村・宿毛道路の早期完成を

一　般　質　問

災害時対策

孤立対策は

　中村・宿毛道路の早期完成／町長



澡　№94

A
　
災
害
発
生
時
に
は
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

指
示
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
組
織
構
成
と
機

能
は
。

岡
田
町
長
　
災
害
対
策
本

部
は
大
月
町
地
域
防
災
計

画
の
定
め
に
よ
り
設
置
す

る
組
織
で
す
。
町
内
地
域

に
関
わ
る
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
お
よ
び
復
興
に

あ
た
り
ま
す
。
組
織
は
、

行
政
組
織
を
主
体
に
９
部

局
を
１３
班
に
編
成
し
、
町

長
が
本
部
長
と
し
て
災
害

対
策
本
部
の
事
務
を
総
括

し
ま
す
。

A
　
救
援
物
資
の
輸
送
担

当
関
係
と
、
町
内
と
町
外

の
情
報
交
換
機
能
は
。

冨
岡
危
機
管
理
課
長
　
救

援
物
資
は
厚
生
部
の
担
当

で
、
町
民
福
祉
課
が
主
体

と
な
り
ま
す
。
町
外
へ
の

支
援
要
請
お
よ
び
情
報
全

体
の
と
り
ま
と
め
は
事
務

局
の
危
機
管
理
課
が
担
当

し
ま
す
。
ま
た
、
業
務
分

担
に
応
じ
た
情
報
収
集
を

そ
れ
ぞ
れ
の
部
・
班
が
行

い
ま
す
。

山本　恒和 議員山本　恒和 議員

A
　
災
害
時
に
お
け
る
地

区
か
ら
の
正
確
な
情
報
提

供
を
習
慣
付
け
る
こ
と
は
、

危
機
管
理
上
、
重
要
で
あ

り
町
民
を
救
う
大
き
な
要

素
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
自
主
防
災
の

観
点
か
ら
、
地
域
の
意
識

改
革
は
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
地
区
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
等
と
連
携
し

て
、
今
後
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

A
　
こ
の
た
び
の
大
月
町

に
お
け
る
被
害
や
災
害
対

応
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
た

か
。

岡
田
町
長
　
本
町
に
は
高

知
大
学
の
地
盤
災
害
調
査

チ
ー
ム
が
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
地
区
の
土
砂
流
出

に
係
る
発
生
要
因
の
分
析

調
査
を
し
ま
し
た
。
詳
細

な
調
査
結
果
と
助
言
を
頂

き
、
今
後
の
防
災
対
策
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
橘
浦
地
区
で
は
、
こ

の
た
び
の
豪
雨
で
三
度
目

の
水
害
に
遭
っ
た
。
地
区

で
は
以
前
か
ら
砂
防
ダ
ム

に
関
す
る
要
望
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

岡
田
町
長
　
地
区
か
ら
砂

防
ダ
ム
の
建
設
や
治
山
の

道
路
等
の
早
期
対
応
に
つ

い
て
の
要
望
が
出
て
い
ま

す
。
そ
の
要
望
に
関
し
て
、

今
、
県
と
協
議
し
て
お
り

ま
す
。
県
の
報
告
を
頂
き

ま
し
た
ら
、
地
区
等
へ
は

そ
の
回
答
を
持
っ
て
早
急

に
説
明
に
行
き
ま
す
。

ボランティアの皆さん

猛暑の中ありがとうございました

水の配給に長蛇の列

大月町のここを聞く

西日本豪雨災害

災害対応と今後は

　県の回答後、地区へ報告／町長



№94　澤

A
　
７
月
８
日
の
豪
雨
災

害
で
は
、
大
月
町
の
弱
点
・

課
題
も
多
く
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
、
防

災
・
減
災
と
し
て
の
環
境

整
備
が
重
要
だ
。
今
後
の

町
長
の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
町
河
川
は
毎

年
町
単
独
事
業
で
堆
積
土

砂
の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま

す
し
、
砂
防
堰
堤
も
堆
積

土
砂
の
取
り
除
き
工
事
を

補
正
予
算
で
要
望
し
て
い

ま
す
。
河
川
改
修
事
業
は

護
岸
の
嵩
上
げ
工
事
を
実

施
し
、
水
位
計
も
新
た
に

３
基
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
防
災
・
減
災
も
含
め
、

国
・
県
に
対
し
て
積
極
的

に
要
望
し
、
重
要
項
目
の

１
つ
と
し
て
切
れ
目
の
な

い
よ
う
対
応
し
ま
す
。

A
　
「
避
難
準
備
」「
避
難

勧
告
」「
避
難
指
示
」
等
の

情
報
の
意
味
が
、
十
分
に

理
解
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
避
難
情
報
が
個
人
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
、
確
認

を
万
全
に
。

岡
田
町
長
　
各
情
報
の
意

味
に
つ
い
て
、
住
民
に
浸

透
し
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

広
報
で
の
周
知
や
、
地
区

で
開
催
さ
れ
る
防
災
訓
練

の
機
会
等
で
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
災
害
時
の

地
域
で
の
支
え
合
い
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
で
、
取

り
組
み
が
発
展
す
る
よ
う

働
き
か
け
ま
す
。

A
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
・

弱
者
の
災
害
時
の
避
難
は
、

共
助
で
守
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
各
自
治
会
の
強

化
、
人
の
つ
な
が
り
を
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
。

岡
田
町
長
　
過
疎
化
・
高

齢
化
に
よ
り
、
多
く
の
地

区
で
支
え
る
側
の
人
材
が

不
足
し
、
弱
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
そ
の
も
の

が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の

共
助
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

町
に
お
い
て
も
、
側
面
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
人

材
育
成
事
業
を
展
開
し
、

核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

A
　
通
学
路
の
危
険
箇
所

対
策
は
何
一
つ
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
現
場
は
確
認

し
た
か
。
ま
た
、
通
学
路

認
定
は
で
き
な
い
の
か
。

饌
闢
教
育
長
　
現
場
を
確

認
し
、
草
刈
り
や
街
灯
等

の
交
換
は
行
っ
て
き
ま
し

た
。
通
学
路
認
定
に
つ
い

て
は
、
主
要
道
路
を
通
学

路
認
定
し
、
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

A
　
教
科
書
が
詰
ま
っ
た

重
い
カ
バ
ン
や
、
多
く
の

荷
物
で
通
学
す
る
生
徒
た

ち
が
姿
勢
を
悪
く
し
て
い

る
。
国
も
こ
の
こ
と
に
気

付
き
、「
置
き
勉
」
を
認
め

る
方
針
を
固
め
た
。
教
育

長
の
考
え
は
。

饌
闢
教
育
長
　
大
月
町
の

方
針
と
し
て
は
、
家
庭
学

習
に
必
要
で
な
い
教
科
書

等
は
学
校
に
置
く
こ
と
を

認
め
て
い
ま
す
。

久米　里志 議員久米　里志 議員

荷物がたくさん詰まったカバンで登校

一　般　質　問

防災・減災対策

どのように進めるのか

　切れ目のないよう対応する／町長

通
学
路
対
策

通
学
路
は
認
定
で
き
な
い
か

 
主
要
道
路
を

　
　
　
通
学
路
に
認
定
／
教
育
長
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

の
練
習
日
（
週
２
回
）
に
は
、

絶
え
な
い
笑
顔
で

２６
名
の

仲
間
と
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
ま
す
。

　
平
成

１９
年
に
地
区
長
・

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
連
名

で
春
季
と
秋
季
の
地
区
大

会
を
立
ち
上
げ
現
在
に
至

る
ま
で
、
一
度
も
欠
か
す

こ
と
な
く
こ
の
大
会
は
継

続
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

姫
ノ
井
の
会
員
の
み
で
し

た
が
、
徐
々
に
弘
見
・
樫

ノ
浦
・
泊
浦
・
芳
ノ
沢
と

仲
間
が
増
え
、
話
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。
年
に
数
回
は

町
外
で
の
大
会
に
も
参
加

し
、
他
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
。
特
に
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
シ
ワ

も
腰
も
伸
び
ま
す
よ
。
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
大
月
に
溢
れ
る
魅
力
を

大
月
小
学
校
５
年
生
と
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
大
月
の

宝
物
」「P

r
o

je
c

t

―O
 

大
月
の
海
」
と
し
て
つ
づ

り
、Y

o
u

T
u

b
e

に
投
稿

し
ま
し
た
。
大
月
の
未
来

あ
る
こ
ど
も
た
ち
の
視
野

が
広
が
る
よ
う
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
教
育
機
関
と
創
作

活
動
に
よ
る
国
際
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
デ
ッ
サ
ン
講
座

な
ど
計
画
中
で
す
。
人
を

招
く
の
で
町
内
周
遊
バ
ス

が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

　
大
月
で
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
未
来
を
想
像
し
、
創
造

す
る
力
を
育
み
な
が
ら
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

の
「
未
来
の
そ
う
ぞ
う
」

と
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
の
そ
う
ぞ
う

間
闢
　
真
由
子
　
さ
ん
（
一
切
）

ま
さ
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
ー

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
ゴ
ル
フ
の
す
す
め

新
谷
　
尚
文
　
さ
ん
（
姫
ノ
井
）

な
お
ふ
み

私もひとことみんなの
広　場
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発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

友
情
の
輪
が

　
中
野
さ
ん
の
行
動
を
知

り
、
中
野
さ
ん
と
付
き
合

い
の
あ
る
方
が
次
々
と
動

き
ま
す
。

　
四
万
十
市
の
久
保
田
光

信
さ
ん
は
、
３
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
２
台
分
の
水
、
食
料

を
自
分
の
車
で
泊
浦
ま
で

運
び
、
そ
こ
か
ら
は
船
で

橘
浦
に
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
宿
毛
市
の
田
中

ひ
さ
し
さ
ん
は
、

１０
数
ト

ン
の
水
を
宿
毛
新
港
か
ら

橘
浦
へ
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。

橘
浦
住
民
の
声

　
「
公
夫
が
あ
ん
な
こ
と

を
し
て
く
れ
る
子
だ
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」、「
あ
り

が
た
か
っ
た
な
あ
」、「
公

夫
に
は
助
け
ら
れ
た
」。

　
感
謝
の
声
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
震
、
台
風
、
集
中
豪

雨
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
７
月
８
日
の

豪
雨
で
は
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
ま
さ
か
こ
ん

な
こ
と
に
な
る
と
は
と
い

っ
た
油
断
が
、
誰
し
も
の

頭
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
危

険
を
回
避
し
て
は
い
る
も

の
の
、
全
て
の
危
険
を
排

除
す
る
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、
お
の
お
の
が
今
一

度
日
々
の
危
機
管
理
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

（
野
村
満
久
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
山
本
　
恒
和

副
委
員
長
　
安
原
　
明
彦

委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

委
　
　
員
　
野
村
　
満
久

委
　
　
員
　
久
米
　
里
志

編
集
後
記

　
７
月
８
日
の
豪
雨
災
害

で
困
っ
て
い
る
橘
浦
住
民

の
た
め
に
、
大
量
の
物
資

を
届
け
て
く
れ
た
中
野
公

夫
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

は
じ
め
は
親
類
の
た
め
に

　
中
野
さ
ん
は
現
在
宿
毛

市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　
８
日
の
４
時
過
ぎ
、
豪

雨
で
橘
浦
の
実
家
が
心
配

に
な
り
、
親
類
に
食
料
を

届
け
よ
う
と
、
車
で
小
筑

紫
の
八
ち
ゃ
ん
堂
ま
で
来

ま
し
た
。
道
は
川
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
突
っ
込
ん
だ
そ

う
で
す
。
車
は
す
ぐ
に
動

か
な
く
な
り
、
死
に
か
け

そ
う
に
な
り
な
が
ら
車
を

捨
て
て
逃
げ
ま
し
た
。

　
歩
い
て
大
月
に
行
き
、

橘
浦
か
ら
泊
浦
ま
で
船
で

親
類
に
来
て
も
ら
っ
て
、

な
ん
と
か
食
料
を
届
け
ま

し
た
。

役
に
立
ち
た
い

　
「
橘
浦
が
豪
雨
や
土
石

流
で
大
変
」
、
「
物
資
が
な

く
て
困
っ
て
い
る
」
。
親

類
か
ら
話
を
聞
い
た
中
野

さ
ん
は
、
八
ち
ゃ
ん
堂
の

前
で
死
に
か
け
た
時
、「
こ

れ
か
ら
い
い
こ
と
す
る
が

に
、
こ
の
ま
ま
死
な
れ
ん
」

と
、
叫
ん
だ
こ
と
を
ふ
と

思
い
出
し
、
橘
浦
住
民
に

物
資
を
届
け
よ
う
と
決
意

す
る
の
で
す
。

大
量
の
水
・
食
料
を

　
宿
毛
に
帰
っ
た
中
野
さ

ん
は
、
朝
７
時
半
、
救
援

物
資
を
求
め
て
量
販
店
を

訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
や
っ
と
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、

缶
詰
な
ど
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

２
台
分
の
水
や
食
料
を
手

に
入
れ
、
橘
浦
に
届
け
ま

し
た
。

救援物資を届けてくれてありがとう

こんにち
は 災害支援災害支援心温まる心温まる

橘浦出身　中野　公夫さん（宿毛市在住）
きみお


